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○相続権者不存在となると → 管理義務者不存在 
○民法の相続財産管理人制度では 
 ・財産管理人の選任には予納金が必要 
 ・選任されてもいつ購入者が現れるか不明 
  【回収の見込みがないものは手が出せない】 
○この状態が継続すると 
 ・空家等の腐朽が進行 
 ・管理義務者不存在により解決に行政が実施 
  【略式代執行】することに 

 京丹後市 （京都司法書士会） 

○財産管理人制度活用による流通促進 

市 家庭裁判所 

弁護士・ 
司法書士等 

財産管理人選任手続 

予納金 

いつまでも解決できない 

財産管理人選任 

ね ら い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

○先に取得希望者をみつけ、相続財産管理人制
度の手続により、空家等を移転。 

 

⇒ 所有者等が明らかになり適切な管理を促進 

情報発信 提携司法
書士推薦  

市 家庭裁判所 財産管理人選任手続 

申
出 

買付証明等 
宅建業者 財産管理人 

選任 

取得希望者 

売り渡し 

所有権登記 

弁護士・ 
司法書士等 

新たな所有者による管理 



 京丹後市 （京都司法書士会） 

○財産管理人制度活用による流通促進 

①所有者不存在空家等の把握 

②空家等の査定 

③空家等の活用者の募集 

④空家等活用希望者の申込み 

⑤相続財産管理人候補者選定 

⑥相続財産管理人の選任申立て 

⑦相続財産管理人の選任 

⑧空家の売買、精算 

• 所有者等の調査により不存在を確認 
• 空家等の状態等調査 

相続財産管理人活用取組フロー 

市 
宅建
業者 

市 
活 用 
希望者 

司 法 
書士会 

市 
家 庭 
裁判所 

・財産管理人 
・宅建業者 
・活用希望者 

• 空家、敷地、支障物等を勘案し査定 

• HP等で空家等活用希望者を募集 

• 宅建業者の査定額（下限：予納金相当）
以上の買付証明により申込み 

• 財産管理人の候補となる司法書士を 
    選定し市に通知 

• 買付け証明の提示、財産管理人の候補
となる司法書士を推薦し申立て 

※必ずしも推薦した候補者が選任されると
は限らない（裁判官の判断） 

 司法書士(相続財産管理人) ⇔ 活用希望者 
                                              ↑ 
                   宅地建物取引業者(売買の仲介) 


